
 各 イ ベ ン ト 開 催 内 容 

 

１０／２３ 

あいあい♡ファミサポフェスティバル 2022 

ピアノとおはなしとバレエでつづる くるみ割り人形 

と  き  １０月２３日（日）１３：１５～ 

と こ ろ  藍住町総合文化センター 

主  催  公益財団法人徳島県勤労者福祉ネットワーク 

共  催   県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会 

問合せ先  ☏０８８-６９３－３０３３ 

参 加 費  無料 

参加人数  約６００名 

概    要   芸術の秋。今年は趣向を変え、爽やかな秋風が心地よい１０月２３日に藍住町総合

文化ホールにてあい♡あいファミサポフェステバル２０２２を開催しました。 

プロピアニストによる連弾で、ホールにスタインウエイ      の音色が響き、くるみ割

り人形の朗読では、ピアノとバレエが花を添え、楽しい童話の世界がひろがりました。 

小さなバレリーナたちの金平糖の踊りや花のワルツにホールは、温かい拍手に包ま

れました。楽しい歌では、一緒にリズムをとる親子の手拍子で会場を沸かせました。 

また、帰りの際にはウクライナへの医療支援のご賛同いただき、多くの募金が集まり

ました。 

 

１０/２５ 

２０２２「たんけんの秋」 

と  き  １０月２５日（火）８:３０～１７:００ 

と こ ろ    上勝町 

主   催    徳島県退職者連合 

共    催    四国労働金庫 

問合せ先  ☏０８８-６５５-４１０５ 

参 加 費    ２，０００ 円 

参加人数    ３２名 

概   要     徳島県退職者連合は、「県民と働く者のとくしまフェスタ２０２２」行事の一環とし

て「たんけんの秋」を計画しました。 

高齢者は、年を重ねる毎に運動する機会が少なくなります。そのことにより高齢化が

進み身体の老化が懸念されてきました。退職者連合は、これまでも健康第一として「生き

生きと安心して暮らせる社会」を合い言葉に運動を展開してきました。その一つが、健康

で楽しし１日を過ごす「たんけんの秋」でした。 

今年も「彩りの町上勝町」の山里を「ゆとりとうるおい」をもって散策、秋の一日をた

のしく過ごすことにしました。 



当日は、天候にも恵まれて８：５０分徳島駅前を出発し一路、上勝町をめざしました。

１０：００過ぎに到着し午前中は「いろどり橋」を散策しました。長さ６２ｍ、高さ１５

ｍのつり橋を、恐る恐る渡りました。吊り橋からは、勝浦川の清流が眼下に見られ感動し

ました。 

午後は、山犬嶽と殿河内渓谷の２班に分かれて散策しました。標高１，７４０ｍに存在

する山犬嶽は、まさに山犬が口を開いたような表情の岩石でそのことから山犬嶽と呼ば

れています。 

殿河内渓谷は、まだ紅葉には少し早かったけれど、所々で赤く色づいた紅葉や黄色いブ

ナ林等を見ながら秋の山々を見て楽しみました。 

参加者からは、本当に楽しい１日を過ご

す事ができた。又、ある参加者からは、何

年ぶりに山に来て身体を動かし、本当に良

かった。来年も是非実施して欲しいとのご

意見も頂きました。 

徳島県連合は、「たんけんの秋」の実施結

果を検証し次回の実施につなげて行きた

いと思っています。 

 

１１/５ 

県民と働く者のとくしまフェスタ２０２２開会式典＆第１５回わーくぴあフェスタ 

と き  １１月５日（土）１０：００～１２：３０ 

と こ ろ  ヒューマンわーくぴあ徳島 

主 催  公益社団法人徳島県労働者福祉協議会、県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会 

問合せ先  ☏０８８-６２５－８３８７ 

参 加 費  無料 

参加人数  ５６名 

概  要  うたごえ発表会 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                        

☝［来賓］徳島県  井上晋一郎労働雇用戦略課課長 

徳島労働局   佐藤かおる 雇用環境・均等室長 

徳島市  上原 孝文 経済部経済政策課長 

      徳島県経営者協会 脇田 亮専務理事     うたごえ発表会           

 

☜ 開会宣言           

 

☝ 主催者挨拶           

 



開会式典は、川越敏良実行委員長の主催者挨拶に続き、井上晋一郎徳島県商工労働観光

部労働雇用戦略課課長をはじめ、佐藤かおる徳島労働局雇用環境・均等室長、上原孝文徳

島市経済部経済政策課課長、脇田亮徳島県経営者協会専務理事からご来賓挨拶をいただ

きました。そのあと大谷竹人連合徳島会長より開会宣言を行い、第１５回わーくぴあフェ

スタ「うたごえ発表会」に移りました。 

うたごえ発表会では、３３組の方々が、この日のためにと趣向を凝らした衣装に身を包

み、練習を重ねた歌の数々を思いを込めて熱唱され、６０人程の観客から大きな拍手を浴

びていました。 

参加者の皆様のアンケートからは、「皆さんのお元気で素晴らしい歌声を聞くことが出来

た」「人の交流ができて良かった」など、主催者冥利に尽きるうれしい感想をいただきまし

た。 

 

１１／１２ 

キウイ収穫体験祭り 

と  き  １１月１２日（土）１０：００～１２：００ 

と こ ろ  佐那河内果樹オーナー園 

主  催  徳島中央ライフサポートセンター 

協  賛  県民と働く者のとくしま実行委員会、（公社）徳島県労働者福祉協議会 

       四国労働金庫徳島営業本部 

問合せ先  ☎０８８－６２３－４１０５ 

参 加 費  一人５００円 

参 加 者  １４９名（幼児、スタッフ含む） 

概  要  「県民と働く者のとくしまフェスタ２０２２」の一環として、

県民の方々が家族やグループで楽しめる「キウイ収穫体験祭り」を実施しました。９月２６

日（月）から１０月１４日（金）まで徳島中央ライフサポートセンターのホームページや構

成組織からの広報を実施し、メールやファックスで参加者募集を行った結果、募集人員５０

グループ１５０名のところ１４４グループ、３８５名の応募がありました。 

１１月１２日（土）の当日は、秋晴れの好天に恵まれ、何組かのキャンセルはありました

が、１３９名と多くの方に参加いただきました。 

９時過ぎからいくつかのグループがすでに集まっていたので、集合したグループから受

付を行い、早速キウイ狩りを行ってもらいました。今年の、キウイは全般に実が大きく豊作

とのことでした。 

小さな子どもたちも一生懸命キウイを収穫し、籠が一杯になると神社に持ち帰り、ビニ

ール袋にキウイを詰めます。今年は、持ち帰りのキウイをひとり２０個としましたが、実

が大きかったので、ほとんどの方が袋いっぱいに詰めることができました。 

また、オーナーの方が、試食用のキウイを参加者のみなさんにふるまって下さりおいしく

いただきました。 

なお、事務局が収穫したキウイは、11月 22日（火）に「徳島子ども食堂ネットワークと



シングルマザーを支援する「女性グループ・すいーぷ」へ寄付させて頂きました。 

 

１１／１３ 

「第２７回自然とふれあう健康ウォーク in美波」開催 

  ～県民と働く者のとくしまフェスタ２０２２～ 

と  き  ２０２２年１１月１３ 日（日）９：００～１１：００ 

と こ ろ  竜宮公園（日和佐総合体育館前）を出発 

主  催  県民と働く者のとくしまフェスタ２０２２実行委員会、徳島南部ライフサポートセンター 

共  催  こくみん共済 coop徳島推進本部、四国労金阿南支店、連合徳島南部地域協議会 

協  力  徳島県退職者連合南部地域協議会 

ゆるきゃら ふるるん（海陽町）、ゆずばあちゃん（那賀町） 

参 加 費  無料 

参加人数  約３１０名 

概  要  ●健康ウォーク 

① 四国のみちコース・・千羽海崖を望むみちコース（約 3.5ｋｍ）をウォーキングする。 

                                  雨天中止 

② 竜宮公園探索コース・・・幼児の方は保護者と竜宮公園の遊具などで遊んでもらう。 

                                                雨天中止 

●防災カフェ・・・・・日和佐総合体育館メインアリーナ内一角に設置した防災カフェで、

防災グッズの配付（防災マスク・防災ハンドブックなど）や防災パネル展示に触れて防

災に関する知識や関心を高めてもらう。これはこくみん共済 coop徳島推進本部の主催。 

●ふれあいゲーム・・・・・高校生以下の子供さんによる宝探しゲーム。 

       自分でゲットしたお菓子の袋に貼り付けた番号札によって抽選し、いろいろな文具セ

ットなどがあたるゲーム。一喜一憂のゲームを家族で楽しんでもらう。 

●〇✕クイズ・・・・・・・・参加者全員対象の、徳島県にちなんだ出題で正誤式による

ゲーム。〇✕に応じて左右に分かれ、正解者のみ残り、順次人数を減らす。残った方に

は抽選会用の参加券を渡す。 

●抽 選 会・・・・・・・・・健康に関するもの、家族で一緒に使用するものなど、色々

な楽しい景品が当たる恒例の抽選会は、会場に笑顔があふれ、大いに盛り上がるひとと

き。景品は健康グッズ、図書カードなど。  

 「第２７回自然とふれあう健康ウォーク in美波」は、暗いうちから雨の音が聞こえ始

めて、朝が明けるとすっかり雨模様。このためウォークは中止になりました。 

それにもかかわらず今年の参加者数は、なんと一気に３００人超えの「新記録」となり

ました。 

こくみん共済 coop島田さんから「残念ながら健康ウォークが中止になりま  したが、

このあと午後からも同僚やご家族、お友達の皆さんで、休日第二部のひとときを仲良く楽

しんでいただきたいと思います」とあいさつがありました。皆さん、雨の中ご参加いただ

き大変ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

受付     南部ＬＳＣ 岩佐会長  フェスタ実行委員会川越会長 注意事項 佐々木副会長 

 

 

 

 

 

ラジオ体操            宝探し・〇✕クイズ        ぼうさいカフェ（こくみん共済 coop）   

 

 

 

 

 

大抽選会 南部地協議長賞   こくみん共済 coop 賞    ろうきん阿南支店賞    特別賞（王子新労） 

          

１１／１３ 

ゆとり・癒しのウォーキング ―紅葉と温泉の大歩危峡― 

と き  １１月１３日（日）９：３０～１８：００ 

と こ ろ  三好市池田町・西祖谷山村 

主 催  県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会、徳島西部ライフサポートセンター 

共  催  連合徳島西部地域協議会・徳島県退職者連合西部地域協議会 

こくみん共済 coop 徳島推進本部・四国労働金庫池田支店   

協  力  三好市 

問合せ先  ☏０８８３－７２－８６１１ 

参 加 費  無料 

参加人数  ７６名 

概  要   １１月１４日（日）に「第１６回ゆとり・癒しのウォーキング～紅葉と温泉の祖谷渓

谷～」を行いました。 

  ３年ぶりに祖谷での開催となりました。感染対策もしっかり行い、今年は帰りのバス

の時間も予約制としました。あいにくの雨の中でのウォーキングとなってしまいました

が、参加者の皆さんからは「これはこれで良い思い出になった、楽しかった」と言って

いただけました。 

ウォーキングには、１０㎞と３㎞の２つのコースがあります。今年は一番の紅葉の見

頃でしたが、残念ながら雨で葉が濡れ、多くが散っていました。しかし、子どもたち



は、アンパンマンシールを見つけると一目散に走り、雨をものともせずに笑顔で台紙に

貼っていました。 

ゴール後は、雨もやみ晴れ間も見えて、かずら橋や周辺の散策、モノライダーや温泉

などでくつろいでいただきました。かずら橋もスムーズに渡ることができ、また雨のた

め中止となっていたモノライダーが途中から運行再開となり楽しむことができました。 

３年ぶりに訪れた祖谷で、皆さんに癒しの時間を提供できました。  

 

 

 

 

 

 

２０２３／１／２５ 

第３０回労働者福祉メーデー 

と き  ２０２３年１月１８日（火）１３：３０～１５：３０ 

と こ ろ  Ｗｅｂ開催 

主 催  徳島県労働者福祉協議会 

県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会 

問合せ先  ☏０８８－６２５－８３８７  

参 加 費  無料 

参加人数  ５７名 

概  要  ＊第３０回労働者福祉メーデー宣言採択 

提 案：三橋 松男徳島労福協専務理事 

＊「２０２３年度労働者福祉に関する重点課題」 

＊基調講演：「ＳＤＧｓ達成度や課題について ～今、私たちにできること～」 

講 師：島根大学大学院 教育学研究科 

     教授 松本 一郎 先生  

 

２０２３／３／１９～３／２６（日） 

２０２３Ｓｙｕｎｔｏふれあいファミリーデー「わたしのゆめ」絵画コンクール 
と き  ２０２３年３月１９日(日)１４：００～（表彰式） 

と こ ろ  特定非営利活動法人 クレエール 

主   催  県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会 連合徳島 

協  力  特定非営利活動法人 クレエール 

問合せ先  ☏０８８-６５５-４１０５ 

参 加 費  無料 

参加人数  ７３名（応募者） 

概  要  県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会、連合徳島は、２０２３年３月１９日、２０



２３ Ｓｙｕｎｔｏふれあいファミリーデー「未来のわたし」絵画コンクールの表彰式を徳

島市万代町にある特定非営利活動法人Ｃｒｅｅｒ（クレエール）で開催しました。 

応募作品は県内の小学校や学童保育、絵画教室等から寄せられ、受賞作品の選考には、画

家の青木成実先生をはじめ、連合徳島会長と執行部、（公社）徳島県労働者福祉協議会会長

と役員が行い、低学年の部・高学年の部による選考により、「最優秀賞」「連合徳島会長賞」

「徳島県労働者福祉協議会会長賞」の各賞ごとに各部１名が受賞。「特選」各部５名。「夢ふ

くらむで賞」に２０名が選ばれました。 

表彰式開会にあたり主催者を代表して、連合徳島大谷会長から連合徳島について説明の

後「２０２３ Ｓｙｕｎｔｏふれあいファミリーデー『未来のわたし』絵画コンクールに多

くの作品を応募していだだいたことに感謝します。子どもたちの素晴らしい作品に出合え

て嬉しく思います。子どもたちの成長のためにも、県内で働く皆さんと一緒に未来に向けて

取り組んで行きたい」と挨拶。その後、両会長と青木先生から表彰状と賞品が各受賞者に手

渡されたあと作品の選考にあたった青木先生から「すべての作品には、子どもたちの夢や思

いが込められた素晴らしい作品ばかりで目を引かれました。これからも伸びのびとした感

性で沢山の素敵な絵を描いてほしい」と述べられ、（公社）徳島県労働者福祉協議会川越会

長からの閉会の挨拶で絵画コンクールの表彰式を終えました。 

最優秀賞（低学年の部）に福原悠乃さん、（高学年の部）に大浦杏月さんが受賞。連合徳

島会長賞（低学年の部）に秋田あかりさん、（高学年の部）に伊丹恵玲奈さんが受賞。徳島

県労働者福祉協議会会長賞（低学年の部）に有持尊稀さん、（高学年の部）に倉敷潤之介さ

んが受賞しました。なお、連合徳島ホームページに、「特選」「夢ふくらむで賞」を含むすべ

ての受賞作品と受賞者名を発表しています。受賞作品の展示は、特定非営利活動法人Ｃｒｅ

ｅｒ（クレエール）にておいて３月２６日（日）まで開催しました。 

 

   

 

 

 

 

 

１１月２０日（日）は家族の日 

１１月 13 日（日）～26 日（土）は家族の週間 


